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 株式会社SUBARU（注1、以下 SUBARU）は、富士通株式会社（注2、以下 富士通）と共同で開発してきた、エンジ

ン部品加工工程における研削加工の品質を高精度に判定するAIモデル、および、製造現場でのAIモデルの管理を

支援する富士通の「FUJITSU Manufacturing Industry Solution COLMINA 現場品質AI 運用管理パッケージ」（以下、

「COLMINA 現場品質AI」）の本格稼働を、2022年1月末よりSUBARUの群馬製作所大泉工場（邑楽郡大泉町）にて

開始しました。 

  

SUBARUと富士通は、2019年12月から2020年12月まで、エンジンのカムシャフト(注3)研削加工工程の品質保証

にAIモデルを活用する実証実験を実施しました。更に、量産運用を想定した「COLMINA 現場品質AI」の開発・実証

を2020年8月から2021年12月まで実施し、点在する複数の設備に組み込まれたAIモデルのリアルタイムな稼働監

視や、長期的なAIモデルの品質維持を実現しつつ、AIモデルで加工中の全カムシャフトの品質をリアルタイムに推

測可能なことを確認し、このたび本格稼働に至りました。 

 

AIモデルの本格稼働により、全カムシャフトの研削加工時の品質保証を高精度かつリアルタイムに実現したほか、

「COLMINA 現場品質AI」によるAIモデルの一元管理やライフサイクル管理により、効率的なAIモデルの運用や、AI

モデルの品質を継続的に維持した運用を実現しています。合わせて、大泉工場をはじめとしたSUBARUの群馬製

作所全体でのリアルタイムデータを活用した品質保証レベル向上に向けたAI活用基盤を確立しました。 

 

今後、SUBARUと富士通は、本AIモデルや、取り組みを通じて確立したAI活用基盤、ノウハウについて、他部品

や工場全体への横展開を推進し、さらなる生産性や品質の向上を目指します。 

 

  【 背景 】 

SUBARUでは、2018年7月に発表した新中期経営ビジョン｢STEP｣で掲げたモノづくりの品質改革のため、IoTやAI

などのデジタル技術を活用した生産工場のさらなるレベルアップを推進する取り組みを実施しています。 

その取り組みの一環として、2018年7月よりAIモデル構築技術を保有する富士通と共同開発してきた、加工プロ

セスを監視することでカムシャフトの表面粗さや表面形状などの加工品質を高精度に判断し保証するAIモデルを用

いた実証実験を、2019年12月から2020年12月まで群馬製作所大泉工場にて行いました。 

実証実験では、1年間の量産での研削加工工程において、AIモデルが高精度に加工品質を予測でき、実運用で

も確実な品質保証が期待できる結果を得られました。一方、AIモデルは設備の経年劣化や環境変化により予測精

度が低下する懸念があり、製造現場でのAIモデルの本格運用にあたっては、精度維持のための定期的な確認と精

度低下時のAIモデルの再学習、エッジデバイスへの再導入を繰り返し実施する仕組みや、これを担う人材が必要と

なっていました。また、AIモデルを効率良く運用、展開するためには、点在する各種設備の膨大なデータを一元管

理し、リアルタイムに処理する仕組みが必要でした。 

そこで両社は、これらの課題解決に向け、AIモデルの管理を支援する「COLMINA 現場品質AI」を量産工程に適

用した実証を2020年8月から2021年12月まで行い、合わせて、AIモデルの開発から運用までの業務推進手法を体

高精度 AI モデルでエンジン部品研削加工工程の品質保証を実現 

SUBARU の量産ラインで本格稼働開始 



 2 

系化することで、このたび、大泉工場でのAIモデルの本格稼働開始に至りました。 

 

【 導入したシステムの概要 】 

1．システムの特長 

①AIモデルで加工中の全カムシャフトの品質をリアルタイムに推測 

エンジンのカムシャフト研削工程において、研削設備に接続したセンサーから、全カムシャフトの主軸動力値

や振動のセンシングデータを、エッジデバイスを介して収集します。収集したデータを基に本AIモデルで推測

した品質状態が、品質基準値の範囲内かどうかを判定し、設備側へフィードバックします。 

 

②「COLMINA 現場品質AI」の導入によりAIモデルの一元管理やライフサイクル管理を実現 

  「COLMINA 現場品質AI」をAIモデルと連携させて導入することで、複数の設備に組み込まれたAIモデルの一

元管理を実現します。また、予測精度が維持されているかどうかをAIモデルの推論結果と検査結果を照らし合

わせて常に監視し、予測結果を蓄積・評価することで、AIモデルのチューニング時期を判断でき、必要に応じて

AIモデルの再学習と展開が可能になります。 

     

図1.システムイメージ 

 

 

 

図2.カムシャフト 
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2．導入効果 

   AIモデルの本格稼働により、全カムシャフトの研削加工時の品質保証を高精度かつリアルタイムに実現し、従

来の抜き取り検査を主体とした製造品質検査と比較し、品質保証レベルの向上が可能となります。また、

「COLMINA 現場品質AI」によるAIモデルの一元管理やライフサイクル管理により、効率的なAIモデルの運用や、

AIモデルの品質を継続的に維持した運用を実現しています。 

合わせて、今回の取り組みにより、大泉工場をはじめとした群馬製作所全体でのプロセス監視による品質保

証レベル向上実現に向けた、AIモデルの活用基盤やAIモデルの開発から運用までの業務推進手法を確立する

ことで、専門性の高いAIの技術者でなくともAIモデルの現場適用を実施可能にするなど、生産工場のレベルアッ

プを実現しています。 

   

【 今後について 】 

今後、SUBARU と富士通は、今回の取り組みをリファレンスとし、群馬製作所全体に横展開を推進します。 

SUBARU は、中期経営ビジョン｢STEP｣で掲げた生産工場の更なるレベルアップを目指し、モノづくりの品質改

革を実現していきます。 

富士通は、持続可能な産業と技術革新を支えるニューノーマル時代の新たな製造業の実現につながる本取り

組みを拡大させるとともに、今後も生産性や品質の向上など、製造現場のデジタルトランスフォーメーション（DX）

を通じて、SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）達成へも貢献していきます。 

  

【 関連リンク 】 

・富士通と SUBARU、エンジン部品研削加工工程の品質保証向上に向け高精度 AI モデルを活用した実証実

験を開始（2019 年 12 月 4 日 ニュースリリース）：https://www.subaru.co.jp/press/news/2019_12_04_8089/ 

・製造現場の品質維持とコスト削減の両立に向け、AI 活用を支える「COLMINA 現場品質 AI 運用管理パッケ

ージ」を販売開始（2021 年 3 月 23 日プレスリリース）：https://pr.fujitsu.com/jp/news/2021/03/23.html 

・「COLMINA 現場品質 AI」紹介サイト：

https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/manufacturing/monozukuri-total-support/solutions/site-

quality-ai/ 

 

【 商標について 】  

記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 

以 上 

【 注釈 】 

（注1）株式会社SUBARU：本社 東京都渋谷区、代表取締役社長 中村知美。 

（注2）富士通株式会社：本社 東京都港区、代表取締役社長 時田隆仁。 

（注3）カムシャフト：エンジン部品の一種で、バルブ開閉の役割を担う。 

 

≪本件に関するお問い合わせ先≫ 

富士通株式会社 

富士通コンタクトライン（総合窓口） 

TEL：0120-933-200 

受付時間：9:00～12:00および13:00～17:30（土・日・祝日・富士通指定の休業日を除く） 

お問い合わせフォーム：https://contactline.jp.fujitsu.com/customform/csque04802/873532/ 

https://www.subaru.co.jp/press/news/2019_12_04_8089/
https://pr.fujitsu.com/jp/news/2021/03/23.html
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/manufacturing/monozukuri-total-support/solutions/site-quality-ai/
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/manufacturing/monozukuri-total-support/solutions/site-quality-ai/

